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～みんなで支えます～
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み
ん
な
で
支
え
ま
す

あ
な
た
を
支
え
る
緩
和
ケ
ア

　
緩
和
ケ
ア
と
聞
く
と
「
終
末
期
医
療
」
や

「
看
取
り
」
な
ど
人
生
の
最
後
、
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
実
際
に
は
が
ん
な
ど
の
生
命

を
脅
か
す
病
気
と
診
断
さ
れ
た
時
か
ら
緩
和

ケ
ア
が
始
ま
り
ま
す
。

　
生
命
を
脅
か
す
病
気
に
は
、
身
体
的
苦
痛

や
精
神
的
苦
痛
な
ど
様
々
な
苦
痛
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
苦
痛
に
対
し
て
、
全
人
的
な

評
価
を
行
い
、
多
職
種
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で

対
処
し
て
い
き
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
ご
家
族

の
抱
え
る
苦
痛
を
和
ら
げ
、
ク
オ
リ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ラ
イ
フ
を
改
善
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
。

そ
れ
が
緩
和
ケ
ア
で
す
。

　
よ
り
良
い
緩
和
ケ
ア
の
提
供
に
お
い
て
一

番
重
要
な
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

す
。
医
療
者
は
治
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
、
患

者
さ
ん
は
自
身
の
考
え
や
状
況
に
つ
い
て
お

緩
和
ケ
ア
の
目
指
す
と
こ
ろ

クオリティ・オブ・ライフ（QOL）と
は生活の質のことを指します。個人が肉
体的、精神的、社会的に自身の尊厳を保
ち、自分らしい人生を送るための全ての
要素が含まれています。
医療やケアを受ける患者さんは、病気や
治療の副作用などによって、以前と同じ
ような生活を送ることが難しくなる場合
があります。そのなかで、いかに生活の
質を維持あるいは向上していくかを考え
るうえで大切な指標となっています。

クオリティ・オブ・ライフ

がんなどの治療中におこる患者さんの体
の不調や心の悩み、療養生活の問題など
に対して専門的な支援をするチームで
す。メンバーは医師、看護師、薬剤師、
管理栄養士、理学療法士、社会福祉士、
公認心理師等で構成されています。

緩和ケアチーム

「患者・家族・医療従事者の話し合いを
通じて、患者の価値観を明らかにし、こ
れからの治療・ケアの目標や選好を明確
にするプロセスのこと」で、人生会議と
いう愛称でも呼ばれています。
命の危機が迫った状態では、約 70％の
方が医療やケアを自分で決めたり、望み
を伝えることができなくなると言われて
います。自らが希望する医療やケアを受
けるためには、事前に考え、周囲の信頼
できる人たちと話し合い、共有すること
が重要です。

アドバンス・ケア・プランニング

緩和ケアのキーワード 互
い
に
情
報
を
共
有
し
た
う
え
で
合
意
形
成

を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
に
な
る
の

が
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で

す
。
意
見
交
換
と
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
を

共
有
し
、
患
者
さ
ん
も
チ
ー
ム
医
療
の
一
員

（
自
身
の
体
調
に
関
す
る
専
門
家
）
と
し
て

参
加
し
ま
す
。
ま
た
、
一
度
決
め
た
方
針
で

あ
っ
て
も
、
状
況
に
応
じ
て
意
思
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
何
度
も
繰
り
返
し
考

え
、
話
し
合
う
た
め
に
も
、
チ
ー
ム
で
取
り

組
む
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

死亡

抗がん治療（治癒・延命・症状緩和） 緩和ケア

死亡

抗がん治療（治癒・延命・症状緩和）
支持療法・緩和ケア

ホスピスケア
エンドオブライフケア 遺族ケア

予後約6か月

以
前

現
在

がん治療の終了後に提供されるものから、
治療と並行して提供されるものに変化しています。

緩和ケアの考え方の変化

緩和ケアのチーム医療

緩和ケアでは、患者さんも
チーム医療を構成するメン
バーです。医療者と患者さん
のパートナーシップが重要に
なります。

患者さん

コンコーダンス
（調和）

緩和ケアでは患者さんの苦痛を 4つに分けて
捉えています。生命を脅かす疾患には様々な
苦痛があり、これらを少しでも和らげられる
ようチームでケアをしていきます。

全人的苦痛

●身体的苦痛
痛み、息苦しさ、だるさ、食欲低下、
日常生活の支障

●精神的苦痛
不安、うつ状態、恐れ、いらだち、怒り、
孤独感

●社会的苦痛
仕事上の問題、人間関係、経済的な問題、
家族内の問題

●スピリチュアルペイン
人生の意味、罪の意識、苦しみの意味、
死の恐怖、価値観の変化、死生観に対する悩み

緩和ケアの目指すところ：東京医科歯科大学大学院臨床腫瘍学教授 /緩和ケア科科長  三宅 智
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適
切
な
薬
物
療
法
は
苦
痛
を
和
ら
げ
る
の
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
鎮
痛
薬
の
使
い
方
は
世

界
共
通
で
大
ま
か
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
参

照
）。
必
ず
し
も
段
階
的
に
使
用
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
痛
み
の
強
さ
に
対
し
て
適
切
な
鎮
痛
薬
を
即
座

に
使
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
強
い
痛
み
に
は
オ

ピ
オ
イ
ド
鎮
痛
薬
と
い
う
医
療
用
麻
薬
を
使
い
ま

す
。
医
療
用
麻
薬
の
使
用
に
抵
抗
を
感
じ
る
方
も
多

く
い
ま
す
が
、
正
し
く
理
解
し
て
使
え
ば
、
症
状
緩

和
に
と
て
も
効
果
的
な
薬
で
す
。

　
痛
み
の
治
療
に
早
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
痛
み
や
つ
ら
さ
を
和
ら
げ
る
こ
と
は
、
生
活

し
て
い
く
上
で
と
て
も
重
要
な
こ
と
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。
痛
み
や
つ
ら
さ
を
我
慢
せ
ず
に
伝
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
点
滴
や
酸
素
療
法
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
食
事
が

と
れ
ず
胃
や
腸
に
栄
養
剤
を
注
入
し
て
い
た
り
す
る

よ
う
な
場
合
で
も
お
家
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
宅
で
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
ほ
か
、
訪
問
診
療
や
訪
問
看
護
を
受

け
る
こ
と
も
有
効
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
サ
ー

辛
さ
を
和
ら
げ
る

お
家
に
帰
ろ
う

ビ
ス
は
利
用
時
間
や
回
数
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、

自
宅
で
の
生
活
に
は
本
人
や
ご
家
族
な
ど
周
囲
の
協

力
も
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
か
ら
「
ど
う
す
る
の
が
一
番

い
い
の
か
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
「
ど
う
し
た
い
か
」
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
地
域
の
医
療
や
介
護
に
関
わ
る
職
種
と
連
携

し
、
少
し
で
も
そ
の
思
い
に
近
づ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

　
気
持
ち
と
は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？
喜
怒
哀

楽
の
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
気
持
ち
も
あ
れ
ば
、
も
っ

と
複
雑
な
感
情
も
あ
り
ま
す
。
感
情
は
自
分
と
他
者

や
外
の
世
界
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
生
み
出
し
、
自
分
の

望
み
や
願
い
に
気
づ
く
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で

す
。
気
持
ち
を
大
切
に
す
る
と
は
、
悲
し
み
な
ど
の

苦
し
い
感
情
も
否
定
せ
ず
、
あ
り
の
ま
ま
の
気
持
ち

を
自
分
の
も
の
と
し
て
大
切
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
人
間
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
る
心
の
幸

せ
を
生
み
出
す
力
を
発
揮
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
苦
し
い
感
情
と
向
き
合
う
こ
と
は
誰

に
と
っ
て
も
難
し
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
時
は
医
療

ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
気
持
ち
を
大

切
に
す
る
た
め
の
力
に
な
り
ま
す
。

自
然
な
気
持
ち
を
大
切
に

み
ん
な
で
支
え
ま
す

薬
剤
師

社
会
福
祉
士

公
認
心
理
師

鎮痛薬の使い方（国際標準）ケアプラン例（1週間のイメージ）

気持ちとは何のためにある？

医療用麻薬について

中程度～強度Ⅲ

様
々
な
職
種
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す

WHO 3-Step Ladder

軽度～中程度Ⅱ
コデイン
オキシコドン
トラマドール

モルヒネ
オキシコドン
フェンタニル
ヒドロモルフォン
メサドン

軽度の痛みⅠ
非オピオイド鎮痛薬 （アセトアミノフェン、NSAIDｓ）
± 鎮痛補助薬

オ
ピ
オ
イ
ド
鎮
痛
薬

（
医
療
用
麻
薬
）

8 割以上のがん患者さんが
このラダーに沿った鎮痛薬
の使用で十分に除痛できる
とされています。

麻薬の使用量と寿命には相関はありません。
医師の指示通り使用していれば、中毒や依存などを生じることはまずあり
ません（基礎実験ではっきり証明されています）。
体が慣れて効かなくなることはありません。痛みが強い場合、それに合わ
せて量を増やすことで和らげます。他の薬に変更することもあります。
痛みが弱くなったり、完全になくなった場合は医師と相談し、量を減らし
たり、やめたりすることも可能です。

・
・

・

・

医療用麻薬は錠剤、顆粒剤、水薬、貼付剤、
注射、坐薬など色々な形があります。

医療用麻薬を使うと、ほとん
どの方が便秘になります。下
剤を一緒に飲んで便秘を予防
します。

●副作用
便秘、眠気、吐き気など

5:00
7:00
9:00
11:00
13:00
15:00
17:00
19:00
21:00

23:00 ～ 5:00
介護環境

排泄
朝食・服薬
排泄
昼飯・服薬

排泄
入浴
夕食・服薬
睡眠
排泄

一日の予定時間 月 火 水 木 金 日土

○福祉用具貸与（介護用ベッド・車いす）　○福祉用具購入（ポータブルトイレ）

訪問介護

訪問看護 訪問看護デイ
サービス

訪問介護

訪問診療

１日は24時間
サービスを利用する時間以外が重要です

●喜び
・望ましいことを大切にできるような目印
・心地よいものを実感できるためのサイン

●怒り
・相手との距離や節度を守るため
・大切な何かが奪われたことへの抗議

●恐れ
危険に気付き、身を守るための力

感情には嫌な面と必要な面があります。

介護保険を利用した場合、原則1割負担です。要介護・
要支援認定を受ける必要があり、市区町村が窓口と
なっています。介護支援専門員
（ケアマネジャー）がサービス
の利用を助けてくれます。

○第1号被保険者
→65歳以上の要介護ないし要支援状態の方
○第2号被保険者
→40～ 64歳の特定疾病の診断を受けている方

●サービスの利用には介護保険が必要です

辛さを和らげる：薬剤師  安藤 寛子 自然な気持ちを大切に：公認心理師  田中 翔太郎お家に帰ろう：社会福祉士  小貫 友美
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が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
は
４
段
階
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
緩

和
的
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
す
。
緩
和
的
リ
ハ
ビ
リ
は
積
極
的

な
治
療
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
時

期
に
行
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
の
要
望
に
沿
っ
た
、
最
後
ま
で
自

分
ら
し
さ
を
保
つ
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ

で
す
。
自
分
ら
し
さ
は
患
者
さ
ん
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
し
ょ
う

理
学
療
法
士

も
「
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
い
」
と
い

う
要
望
に
応
え
る
た
め
の
方
法
が
あ

り
ま
す
（
図
参
照
）。

　
薬
で
痛
み
は
緩
和
で
き
ま
す
が
、

体
の
こ
わ
ば
り
や
だ
る
さ
の
改
善
に

は
リ
ハ
ビ
リ
が
有
効
で
す
。
ま
ず
は

自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、
ご
家
族
と

や
り
た
い
こ
と
な
ど
の
要
望
を
担
当

の
セ
ラ
ピ
ス
ト
や
医
師
に
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
食
事
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
症

状
で
お
困
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
症
状
別
に
で
き
る
食
事
の
工
夫

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
症
状
が
つ
ら
い
時
は
無
理
を
せ

ず
、
自
分
の
食
べ
ら
れ
る
も
の
か
ら

栄
養
を
と
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
食

事
を
す
る
の
が
負
担
で
は
な
く
、
楽

し
い
時
間
と
な
る
よ
う
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

食
べ
る
を
支
え
る

管
理
栄
養
士

マッサージ療法
緊張や不安感を減らし、循
環を改善します。本人が心
地よい力加減を意識しま
しょう。タッチングも兼ね
ています。

リラクセーション
筋肉の緊張・弛緩反応を利
用してリラックス（深呼吸
など）。指導を受ければ自
分ひとりで行えます。

タッチング
点ではなく面で触れること
で、相手の身体を今より少
し楽にして本人のもつ治癒
力を引き出します。

食欲不振
食べられるときに少しでも口にいれましょう
（少量頻回食）。果物や乳製品、レトルト食品な
どを常備しておくと食べたい時にすぐ食べるこ
とができます。体重減少予防として肉や魚、
卵、大豆製品などのタンパク質の摂取や栄養補
助食品の利用もお勧めです。

味覚の変化
食欲低下による亜鉛不足や口内環境の悪化が原
因のひとつです。少しでも食事をとる、口の中
を清潔に保つ、こまめな水分摂取で乾燥を防ぐ
ことが大切です。味覚の変化に合せて香りやだ
しをきかせるなど味付けを工夫しましょう。

吐き気・嘔吐
少量ずつゆっくりよく噛んで食べましょう（雑
炊やうどん、卵豆腐など胃に負担の少ないもの
がお勧め）。食欲のない時でも水分摂取は意識し
ましょう。栄養補助食品の利用も効果的です。

口内炎
刺激の強い食品、硬いものや弾力のあるもの、
乾燥したもの、張りつくものを避けましょう。
口の中を清潔に保つことも重要です。

下痢・便秘
いずれも水分の摂取を心がけます。下痢の時は
刺激の強い食品を避け、便秘では食物繊維や発
酵食品、適度な脂質（ナッツなど）
をとるようにしましょう。

リラックスに有効な 3つの方法

患者さんが必要な時に十分な緩和ケアを受けるためには、緩和ケアに対するご
家族の正しい理解が大切です。「緩和ケアはまだ早い」という誤解が、苦痛を和
らげる機会を奪ってしまうかもしれません。また、緩和ケアは患者さんだけで
なく、ご家族に対しても行われるものです。患者さんを支える辛さや不安、悩
みも一緒にケアします。まずは主治医の先生に「緩和ケアを受けたいです」と
遠慮せず相談してみてください。

その人らしく生きるを支える

当院はがん診療連携拠点病院、茨城県地域がんセンター、がんゲノム医療連
携病院などに指定され、地域のがん医療の拠点となっています。緩和ケアは
多職種連携が不可欠です。当院においてもがん診療を構成する柱として力を
いれており、緩和ケアセンターの設立など、更なる充実に向けた準備も進め
ています。途切れのない緩和ケアを提供することで皆様のお役に立ちたいと
考えていますので、お気軽にご利用ください。

みんなで支えます

土浦協同病院の緩和ケア

看護師

医師

緩和ケアはどこでも受けることができます

●病院で行われる緩和ケア
メリット……
デメリット…

医師や看護師が24時間待機している
経済的負担、面会制限がある

●在宅緩和ケア
メリット……

デメリット…

家族と過ごせる、病院や施設に比べて
経済的負担は少ない
ご家族の介護の負担がある

全ての医療者が基本的な緩和
ケアができるよう教育されて
います。一方で、取り切れな
い苦痛を抱える人も多くいる
ため、専門的なスタッフが存
在しています。

土浦協同病院の緩和ケア

●入院
一般病棟………
緩和ケア病棟…

●外来
緩和ケア外来………
緩和ケア看護外来…

完全予約制となっています
可能な限り主科の外来日程に合わせて、緩和ケア認定看護師が
お話を聞かせていただきます

状況に応じて緩和ケアチームが介入することも可能です
辛い症状を取ることを専門とした病棟です（次ページにて紹介）

その人らしく生きるを支える：緩和ケア認定看護師  釜崎 久美子 リラックスしましょう：理学療法士  千葉 由華 食べるを支える：管理栄養士  川澄 亜耶みんなで支えます：がんセンター長・緩和ケアチーム委員長 稲垣 雅春
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Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
５
１
８
９
と
は
、
臨
床
検
査
室
が

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
持
ち
、
臨
床

検
査
の
種
類
に
応
じ
た
技
術
能
力
を
も
っ
て
健

全
に
検
査
業
務
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
国
際
規

格
で
す
。

　

臨
床
検
査
室
認
定
の
取
得
に
よ
り
、
国
際
的

に
認
め
ら
れ
た
仕
組
み
に
基
づ
き
運
営
さ
れ
、

検
査
結
果
に
対
す
る
信
頼
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

検
査
部
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
一
層
の
品

質
管
理
と
技
能
向
上
、
患
者
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
５
１
８
９

国
際
規
格
の
認
定
を
取
得
し
ま
し
た

【
臨
床
検
査
部
】

03
緩和ケア病棟

　

が
ん
と
た
た
か
う
治
療
で
は
な
く
、
病
気
に

よ
っ
て
生
じ
る
「
身
体
の
つ
ら
さ
」
と
「
心
の
つ

ら
さ
」
を
和
ら
げ
る
た
め
の
治
療
と
ケ
ア
を
提
供

し
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
思
い
を
尊
重

し
、
自
分
ら
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
病
棟
で
す
。
そ
の
た
め
医
師
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
、
社
会
福
祉

士
、
公
認
心
理
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
様
々
な
職

種
が
連
携
し
て
い
ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
院
し
て
も
主
治
医
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
日
、
緩
和
ケ
ア
専
門
医
師
の

診
察
や
回
診
が
あ
り
ま
す
。
症
状
緩
和
が
図
れ
る

よ
う
に
医
師
間
で
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
は
全
て
の
病
室
が
個
室
（
無

料
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
広
々
と
し
た
デ
イ
ル
ー

ム
や
庭
園
の
ほ
か
、
寝
た
ま
ま
入
浴
で
き
る
機
械

浴
室
な
ど
、
快
適
な
入
院
生
活
を
送
る
た
め
の
施

設
を
備
え
て
い
ま
す
。

自
分
ら
し
い
時
間
を

過
ご
せ
る
よ
う
に

当院の臨床検査室は
ISO15189 の認定を
取得しています

当
院
の
連
携
医
療
機
関
が
検
索
で
き
ま
す

　

当
院
で
は
、
地
域
医
療
連
携
を
推
進
し
、

医
療
機
関
の
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
で

質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
病
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
当
院
の
連
携
医
療
機

関
が
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
を
探
す
際
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
地
域
医
療
連
携
室
】

※連携医療機関以外の紹介状も
　受け付けています。

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

２
０
２
２
年
５
月
に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

脳
卒
中
や
大
腿
骨
頚
部
骨
折
な
ど
で
急
性
期
を
脱
し
て
も
、

ま
だ
医
学
的
・
社
会
的
・
心
理
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
患
者

さ
ん
に
対
し
て
、
多
く
の
専
門
職
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
集
中
的

な
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
ま
す
。
心
身
と
も
に
回
復
し
た
状
態
で

「
自
宅
や
社
会
へ
戻
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
」
を
目
的
と
し
た
病

棟
で
す
。

【
８
Ｂ
病
棟
】

病棟シンボルマーク
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地域医療のパートナーをご紹介

No.

太田医院
塚田整形外科
医療法人桜雄会

院長　太田 仁

腰痛や膝の痛み、頸の痛みな
どの一般的な整形外科疾患の
診察のほか、リハビリにも力
をいれています。診察では手
術の適応があるか、他の病気
が隠れていないかなども念頭
におき、必要であれば適切な
病院に紹介しています。
もともと祖父の代からこの地
で開業していましたが、平成 9
年から現在の体制で診療をし
ています。今後も質の高い適
切な医療で地域に貢献してい
きたいと考えています。

ご挨拶

院長　塚田 智雄

当院は 2012 年 5 月に父の代
から縁のあるこの地で開業し
ました。基本的には内科一般
の診察を行っていますが、希
望する方には胃カメラ（上部
消化管）の検査も実施してい
ます。
地元でもあるこの地で、地域
の皆様の生活に根ざした医療
を提供していきたいと考えて
います。何かお困りのことが
ありましたら、お気軽にご相
談ください。

ご挨拶

茨城県土浦市桜町3-9-20
029-824-1111
整形外科・内科・リウマチ科・
リハビリテーション科
日曜日・祝日・木曜・土曜午後
https://www.tsukada-seikei.com

住 所
電 話
診 療 科

休 診 日
U R L

午前（09:00～12:30）

診療時間

午後（15:00～18:30）

○○ ○○ 休○ ○
○ 休 ○○○ 休休

午前（09:00～12:00）

診療時間

午後（15:00～18:00）

○○ ○○ 休○ ○
○ 休 ○○○ 休休

34No.

茨城県かすみがうら市下稲吉1598-1
0299-59-2026
内科、外科、消化器内科
日曜、祝日、水曜・土曜午後

住 所
電 話
診 療 科
休 診 日 太田医院

6

ミニストップ

カスミ

わかぐり運動公園

ファミリーマート コメリ

塚田整形外科

亀城公園

セブンイレブン

土浦郵便局

NTT土浦ビル

ベルズイン・土浦

三菱 UFJ 銀行土浦支店



総合病院 土浦協同病院
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編　集／病院機関誌委員会
　　　　地域医療連携室
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MAIL ／ general@tkgh.jp

touch（タッチ）は土浦協同病院の広報誌
です。地域とふれあい、私たちの理念を地
域の皆様にお届けしたい、という願いを込
めています。次号の touch は 7 月 31 日発
行予定です。バックナンバーは当院ホーム
ページから閲覧できます。

No.28
令和 4 年 4 月 30 日発行

〒300-0028
茨城県土浦市おおつ野四丁目 1-1
TEL：029-830-3711
https://www.tkgh.jp

ふたりの主治医を持ちましょう
ご近所のかかりつけ医と、当院の医師（専門医）のふたり
が患者さんの主治医となります。それぞれの持つ機能に合
わせた役割分担と、紹介状を通じた連携を強化することで
適切な医療の提供を目指します。

土浦協同病院附属真鍋診療所
地域のかかりつけ医として主に内科、小児
科一般を対象に診療を行っています。専門
的な治療を必要とされる方には紹介状を作
成し、本院（土浦協同病院）にて速やかに
診察を受けることができるよう連携をとっ
ています。

ご近所のクリニックや診療所
が日常的な診療、健康管理を
担当します。専門的な医療が
必要になれば病院へ紹介。

かかりつけ医

専門的な検査や手術、入院が
必要となるような医療を担当
します。症状が安定したらか
かりつけ医へ紹介。

専門医（病院）

紹介状 紹介状
（報告書）

人間ドックのご案内
半日で効率よく生活習慣病やがん
の検査が行える日帰りドックをは
じめ、多様なドックコースが選択
可能です。また、脳や肺、心臓な
どの単独ドック、全身のがんを調
べる PET-CT 検査もご用意して
おります。

TEL ：029-846-3731
FAX ：029-846-3732
受付時間：9:00 ～ 17:00（平日）

お問い合わせ（予防医療センター直通）
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